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平成２８年９月２日

協 働 部 



秘書広報課・防災課： 

  ′ケーブルテレビのｅｏ光への移行と防災行政無線の整備状況について 

   ケーブルテレビのｅｏ光への移行について・・・・・・・・・・・・Ｐ.１ 

   防災行政無線の整備状況について・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ.２ 

企画協働課： 

′加東市地域公共交通網形成計画における取組施策について・・・・・別冊



ケーブルテレビのｅｏ光への移行について 

  １）ｅｏ光テレビサービス加入申込件数 

年月日 加入申込件数 備考 

平成 27年 4 月 1日 ５，７２８件

平成 28年 4 月 1日 ７，４２２件
平成 28年 3 月 31 日 

KCV インターネットサービス終了 

平成 28年 7 月末 ８，２３０件

※１：加入申込件数は、ｅｏ光サービス運用開始までを含みます。

     ※２：加入申込件数８，２３０件のうち、ＫＣＶからの移行７，５３０件、

新規加入７００件。

  ２）加東ケーブルビジョン加入件数 

年月日 加入件数 備考 

平成 27年 4 月 1日 ８，３７２件

平成 28年 4 月 1日 ２，８５１件
平成 28年 3 月 31 日 

KCV インターネットサービス終了 

平成 28年 7 月末 ８１１件 最大加入件数約9,500件/平成23年9月
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防災行政無線の整備状況について 

１）戸別受信機の設置進捗状況 

地域 
世帯数 

（H28.7 末住民登録） 

申込総数 

（H28.8.22 現在） 

設置完了数 

（H28.8.22 現在）
受付時期 

社地域 ８，１２９世帯 ４，０７９件 ２，２８５件
H28.1～一部地域 

H28.4～全域 

滝野地域 ４，９３３世帯 １，０７０件 ２２件 H28.7～ 

東条地域 ２，８２３世帯 ６１０件 ０件 H28.8～ 

合 計 １５，８８５世帯 ５，７５９件 ２，３０７件

※１：申込総数は「工事連絡票」の返送件数。 

※２：申込総数及び設置完了数は、一般住宅のほか、事業所や施設分の数量も含む。

   ※３：設置完了数２，３０７件のうち、屋外アンテナあり８４７件、屋外アンテナな

し１，４６０件。

２）スケジュールについて 

   平成２９年４月からの本運用開始に向けて整備を進めている。平成２９年１月から、

加東ケーブルビジョンの音声告知サービスと併用し、試験運用を開始する予定。 
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加東市地域公共交通網形成計画における取組施策について

＜現在の加東市の地域公共交通＞

１．鉄道（JR 加古川線）

  運営：西日本旅客鉄道株式会社

  乗降駅：市内３駅（社町駅、滝野駅、滝駅）

２．高速バス（中国道ハイウェイバス）

  運営：西日本ジェイアールバス株式会社、神姫バス株式会社

  乗降バス停：市内４停留所（東条、社、滝野社インター、滝野）

※滝野は西脇営業所発着便のみ。

   ①津山～京都

 ②津山・加西・西脇～大阪・USJ 
③山崎～三宮           

３．路線バス

  運営：神姫バス株式会社（関連会社含む）

  乗降バス停：市内８４停留所

   １）他市町に跨る路線

     ①西脇三ノ宮線   ②社明石線    ③社三田駅線（久米経由、大学経由）

     ④社町駅三田駅線（大学経由）     ⑤社姫路駅線 

⑥アスティアかさい嬉野台生涯教育センター線  ⑦天神電鉄小野駅線

⑧社西脇線     ⑨相野駅清水・清水寺線

２）市内完結路線

①社町駅社高校線  ②社町駅天神線  ③社町駅嬉野台生涯教育センター線  

④天神松沢線（南山経由、南山・東地区循環）

４．市町村運営有償運送

  運営：加東市

  路線：２路線

     ①米田ふれあい線（運行委託：米田地区区長会）

②きよみず線（運営委託：きよみずバス協議会）

５．タクシー 

  市内に営業所を持つ事業者 

  交通事業者：播州交通株式会社 

別冊
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＜将来の加東市地域公共交通についての方向性＞ 

１．既存路線の維持確保 

中国道ハイウェイバスや社明石線、西脇三ノ宮線をはじめとする収支率の高い路線

については、維持するとともに、さらに利用者増のための施策を展開し、維持・確保

に努めていく。 

  （施策１、４、５） 

２．既存路線の再編 

収支率の低い路線については、ダイヤ改正や一部ルートの見直しを行うなど収支改

善に努める。 

  ・天神電鉄小野駅線（東条地域循環含む）については、現在、東条地域内を循環す

る路線について国の補助を受けて運行している。利用者が少なく収支率も低いこ

とから、天神松沢間については、現在の路線バスの運行からデマンド型乗合タク

シー等の新しい運行形態を導入し、小野市への利用者については、社営業所経由

での利用をお願いする。 

・社三田駅線については、これまでもダイヤ改正や一部ルート見直しなどで収支改

善に努めてきたが、利用者の減少が止まらないことから、路線を統合する（久米

経由を大学経由に統合する）などの大幅な再編を行う必要がある。この場合、市

町村運営有償運送やデマンド型乗合タクシー等の導入により補う。 

（施策１、４、７） 

３．市町村運営有償運送及びデマンド型乗合タクシー等の導入 

現在運行している市町村運営有償運送の２路線については、利用者が増加している

ことから、今後も維持確保に努めていく。また、現在公共交通が運行していない交通

空白地や、路線バスの収支率が低い地域においては、市町村運営有償運送やデマンド

型乗合タクシーの導入を進める。 

  ※３ページ「加東市地域公共交通図」参照 

  （施策７、１５） 

４．やしろショッピングパーク Bio バスターミナルの設置 

中心市街地の活性化の核となる新たな拠点の創出に向けて、やしろショッピングパ

ーク Bio の駐車場内にバスターミナルを整備し、同施設を地域の活性化の核となる

交流拠点とし、広域路線が発着することで、交通の結節点としての役割を果たす。 

（施策１、３） 

※施策番号は４ページ以降参照（１～１６の施策） 
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公共交通に係る概算費用の見積りについて

＜平成２７年度実績＞

１．路線バス補助

（支出） 13,908,000 円（事業者への補助総額）

 （収入）    5,915,000 円（国・県からの補助金額）

 （実質負担額） 7,993,000 円

２．市町村運営有償運送事業

（支出）    1,880,266 円（委託費：1,466,254 円＋その他経費：414,012 円）

   （収入）     447,000 円（使用料収入）

（実質負担額） 1,433,266 円

＜概算費用のシミュレーション＞

１．路線バスの広域幹線を残し、接続する支線部分をコミュニティバスで運行した場合

１）路線バス補助

    （支出）   11,075,000 円（天神・電鉄小野駅線関連路線の補助額 2,833,000

円を差し引いた事業者への補助額）

    （収入）    5,915,000 円（国・県からの補助金額）

    （実質負担額） 5,160,000 円

  ２）支線のコミュニティバスによる運行

    ①滝野東・上福田地区～社

②福田地区東部～社

③滝野南・福田地区西部～社

④東条地域内循環～天神

（全日運行）   72,000,000 円（18,000,000 円×４台）

    （平日のみ運行） 52,000,000 円（13,000,000 円×４台）

     ※運賃収入は含んでいません。

  ３）市町村運営有償運送事業（米田・鴨川）

    （実質負担額） 1,433,266 円  ※上記平成２７年度実績額

    ※社・三田駅線の久米経由のルートを大学経由にした場合、路線バスとの競合区間

が減少するため、米田ふれあい線における利用対象区域の拡充が考えられる。

２．定時・定路線型タクシーまたはデマンド型乗合タクシーによる概算経費 

1台 1 時間当たり 5,560 円 × 8 時間運行（午前 8時～午後 5時、昼 1時間休） 

        ＝１日 44,480 円 

  平日 5日間運行（土日祝及び 8/13～15、12/29～1/3 運休）年間 241 日 

        44,480 円 × 241 日 ＝ 10,719,680 円 
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